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ハエは一般家庭において最もよく見かけられ、きらわれている衛生害虫である。家畜の飼養におい

ても非刺咳性のハエ類は家畜の体や顔面に群がるように寄生し(写真ｌ），涙や唾液，汗あるいは傷口，

アブ類やサシバエ類の寄生による傷からの血液や浸出物等をなめ，家畜に心理的・肉体的悪影響を与
１０）

えている。すなわち夏期における家畜の体重や泌乳量の減少等家畜の生産力の低下あるいは飼料効率

の減少等にも影響し、サマースランプを生じる。従ってその防除対策を講じる必要のあることは言う

までもない。

本研究は愛媛大学農学部附属農場の放牧地に飛来する非刺咳性ハエ類の種類及び季節的活動を知る

為に前報a9)と同時に行ったものであり．家畜の外部寄生虫の防除に関する研究の一部である。

調査場所

調査場所は前報8’9)に示した所と同一場所で，愛媛県北条市八反地の愛媛大学農学部附属農場の放牧

地（通称八竹山）である。放牧地の状況及び放牧牛の頭数，その他の条件は前報8‘9>と同じである。

調査方法及び調査期間

ハエの捕集は，牛体に寄生しているハエを午後１時から２時迄の１時間，直径42cmの捕虫網を用い

て行った。捕集されたハエは，酷酸エチルで処理した。

分類に当っては「日本動物誌，昆虫綱イエバエ科」の〃雄“属検索表'')及び「放牧牛に寄生するハ
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エ類とその生態」２>を参考にした。〃妬”属の検索表は必要なものだけを抜粋して示した。

調張期間は，1982年６月２日から同年12月１日までの６か月間である。訓在回数は１週間に１回の

割で実施したf，

結果及び考察

牛体に飛来寄4kするイエバエ科(Muscidae)の非刺咳性のハエのうち，本放牧場においては下記の５

種類が捕集された。すなわち，イエバエ(雌｡s“血7"gslf”Ｌ､)，クロイエバエ伽鱈ａｚ６姪z〃pattonet

Cragg)，ノイパエ伽７４sαｚルg》WiVilleneuve)，コィエパエ(ﾙﾙvs“／”ゅ妬""αFallen),セジロハナバエ

α血i1℃/地sα祁肥雌"sis6ucl,i)である。

ルルfsca属と』ん花ﾉﾉ池属の区別は，Ｍﾙ1.2脈の屈折の状態によって行った。これが角張って前方に折

れているものが/l伽Scα属で,ゆるやかに湾曲しているのがｊ允花"加属セジロハナパエである。〃21s“

属の検索表は必要と思われるものを抜粋して表－１に示した。

表－１Muscakli4師の検索表

l）○前胸側仮に毛を持つ

ｏ前胸側板に毛を持たない‐

2）○鱗弁上肋部（趣のつけ根）

○拳弁上助部に毛を持たない

イエパエ

２）

に毛を時つ－クロイエパエ

３）

3）○講弁上助部前方に毛の束があるノイエバエ

ｏ鱗弁上助部付近にはまったく毛がない－．イエバエ

調査期間中の６か月間に捕集されたハエ

の頭数(率)はセジロハナパエ921頭(28,06％）

が最も多く,次いでイエバエ869頭(26,49％)，

コイエバエ784頭(23.90％)，ノイエバエ358

頭(10.91％)，クロイエパエ349頭(10.64％）

の順で，合計3,281頭であった。

季節別捕集頭数は表－２に，その分布は

図－１に示した。

イエバエは調査期間の全期にわたって捕

集された。１日当りの捕集頭数では，蛾も

多かった日は９月22日の173頭で,最も少な

写興－１ハエの群生状能

かつた日は６月２日と11月17日の各１頭であった｡発生の季節別経過は６月16日にかなり発生したが，

それ以後は減少し，再び９月８Ｆ１から増加して９月22口にピークに達し，それ以後は11月17日まで減
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その後は９月８口

少を続けた。
２）

イエバエは長谷lllによると．盛岡地方では，概して盛夏期を中心とした７－９月に発生が多いが，

種類別の発生消長を確かめるまでの調査結果はまだ得られていないとしている口本調査では．イエバ

エの発生は９月に多く，６月及び１０月にもかなり発生が見られ，放牧牛においても屋内性のハエであ

るイエバエの多数寄生していることが知られた。

クロイパエの捕集頭数の分布は図－１に示す通りである。クロイバエもイエバエと同様に９月下旬

にピークが見られた。１日当りの捕集頭数では，最も多かった日は９月22日の69頭で，最も少なかっ

た日は１１月17日の0頭であった．全期間中の捕集頭数の推移は，６月９日の43頭から６月30日の５頭

Dq
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図－１各種ハエの捕集頭数の季節別分布

まで減少した後，７月28日までｌ～２頭づつ増加した。
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え続け，１０月１３日以後は急減した。７月，８月の盛夏期及び10月，１１月，１２月の発生数は少なかった。
４）

長谷川，米山によると．クロイエパエは北海道の道北以外のどの地方でも放牧期|川を通じ格段と発

生数が多いが，とくに寄生量の多い７－８月を発生の盛期とみなしている。また岩手大学経済農場で

は，盛期は６月と８月の両月であるとしているが，本場と北海道あるいは東北地方とは地理的に異な

るため単純に比較することはできない。

ノイエパエの発生のピークは９月16日に現われた(図－１)。この日の捕集頭数は71頭で、最も少な

い日は６月２日，７月10日の２回の０頭であった。また６月23日から８月１１日までは10頭以下の捕集

頭数であったが，９月８日から１０月26日までは９月29日の１日を除き最も多発する時期に相当し，１１
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ノイエパエの発生は早川によれば，その発生源から放牧地で発生が多く，その時期は７－８月に多

発するとしているが．本調査では全期間中で約11％を占めるのみであり．また７～８月は他の郁類と

同様に少なかった。

コイエパエの発生のピークは９月22日の238頭で,９月１日より１０月20日までの１日当りの捕集頭数

は他の期間の捕集頭数より著しく多かった。

長谷川ら3)は高知県下の放牧地で,牛体及び排糞から採集されたハエ類について報告しているが.本

調査で捕集されたコイエパエは採集されていない。

セジロハナパエは他の〃雌cα属４種に比べて明らかなピークを示した(図－１）。最も多く捕集され

た日は９月22日で，捕集頭数は５種のハエの内，ｌ日当りでは最も多く463頭であった。この頭数は全

捕集期間中の総捕集頭数の約１４％．同一種の捕集頭数の約50％に相当する。またセジロハナパエの最

も多く捕集された時期は９月16日から10月20日までの約１か月間で,その期間の捕集頭数の合計は882

頭で，セジロハナパエの総捕集数の約96％に当り，総捕集頭数の約27％に当る。反対にこの期間以外
３）

では捕集頭数が0頭であった日は８回あり．その他の日は１０頭以下であった。また長谷111，早川が四

国における新記録柿としているセジロハナパエは本調査において多数捕集された。また長谷川，米山
1）

は岩手大学経済農場で調査し，本種は盛夏期に顕著に減少,あるいIま途切れるのが北日本での発生特

色のように思われるとしているが，本調査においても９月以外の月，すなわち６，７，８，１０，１１．

１２月の発生は極めて少なかった。

捕集された５柿のハエの合計の時期別頭数では，般も多発する時期は９月８日から10月20日までの

期間で，その期間の捕集頭数は2,490頭で．全捕集頭数3.281頭の約76％がこの時期に捕集された”ま

たこの期間内のピークは９月22日で，999頭が捕集され，その内セジロハナパエが463頭で，約46％を

占めていた。

月別捕集頭数の総捕集頭数に対する各種ハエの割合は図－２に示した。

これら５稲のハエとも最も多発する月は９月であり．総捕集頭数の64.74％を占めた。特にセジロハ

ナパエ（24.32％）は多く，次いでコイエパエ（15.85％)，イエバエ（14.36％）は著しく多発し，ク

ロイエパエ（5.12％）及びノイエパエ（5.09％）も同種の他の時期と比較して多発している。９月に

次いで多発する月は1０月（14.82％）で，９月と10月で全体の約80％を占めている。その他の時期では

６月（8.46％）がこれに次ぎ，８月（5.22％)，７月（3.84％)，１１月（2.03％)，１２月（0.89％）の順

となった。したがって盛夏期の７，８月のハエの発生は比較的少ないことが示された。このことは長
４）

谷111．米山によるセジロハナパエの盛夏期の発生がきわめて少ないとした記載とよく一致している。

ハエの発生と気象条件の関係

捕集Ｈ午後１時における温度，湿度及び瞬間風速を図－３に示した。

温度との関係については調査期間中の最高温度は８月25日に31℃であったが，それ以外の、で30℃
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図－２全捕集頭数に対する各種ハエの月別分布率

1２

を越えた日はなかった。調査時間を午後１時としたのは捕集の時刻と一致させるために定めた。８月

25日のハエの全捕集頭数は９頭で，その内イエパエ６頭，クロイエパエ２頭，ノイエパエ１頭であり，

コイパエ及びセジロハナパエは捕集されなかった。この日の捕集頭数はそれ以前あるいはそれ以後の

捕集頭数と比較して極めて少なかった。このことからハエの活動は，温度のみについて考察すると，

８月25日に捕集頭数が極端に減少した理由としては，温度が高すぎたためにハエの活動が衰え．牛体

への寄生よりも木や草の陰で休息していたものと考えられる。ハエの発生のピークは９月あるいは１０

月中旬迄に集中しているので，ハエの最適温度は20～25℃と推測できる。また．７，８月は25～30℃

の高温で，この時期には発生は少なく，温度による影響が大きいものと考えられる。

湿度との関係については，湿度が70～80％と比較的高く、かつ温度が20～25℃の条件下でハエの発

生が多く，湿度と温度の両方が高い場合，すなわち７月から８月にかけてはハエの発生は少ない傾向

を示した。したがってハエの発生は，温度と湿度の両方が一定の条件下では多く発生し、湿度のみが

ある一定の条件を満たした場合ではハエの発生は多くはならないものと考えられる。

風速とハエの活動の関係については，風の強い日は捕集頭数の減少を予想していたが，両者の間に

明らかな関係は見られなかった。

日射堂とハエの活動との関係は．８月25日の12時に70ＭJ/､｢f-hrあった日射が１時には30ＭJ/㎡､hrに
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図－３捕集日午後１時の温度・湿度及び瞬間風速

下っているので，日射量が下るとハエの活動が鈍るのではないかと考えられるが更に検討を要する。
７）

気象条件とハエの発生との関係について,平桜は,イエバエでは気温11～l5oCで少数が発生し,15～20･Ｃ
ｌ）

で更Iこ多く発生し，２０～25。Ｃとなれば大発生するとしている。また天野によれば，夏季にヒメフンパ

エの成虫が放牧地から姿を消す現象については，高温による羽化阻害を挙げ，更に多くの個体が冷涼

な樹林地等へ移動するためなどと考えている。前述の本調査で，８月25日に発生が少なかったのはヒ

メフンパと同様な状態であったものとも考えられる。また'5℃以下の温度ではハエの活動は顕著でな

いといえる。風速との関係については，早川，菊池5)によると，アブ，サシパエは風速４ｍ/s以上で著

減するとしている。本調査では風速４ｍ/s以上の日は４回あり，特に６月９日は風速５ｍ/sであった

が，その前後の風速の弱い日よりも多く発生し，他の９月８日，１１月１日及び11月24日も前後の他の

日と比較して多く発生している。従って風速がハエの発生数を左右するという単純な関係は見られな

かったといえるが，放牧地の防風の条件，地形等により牛体に寄生する数はおのずから異なるので，

更に検討が必要である。

摘要

愛媛県北条市にある愛媛大学農学部附属農場において，1982年６月２日から12月１日まで放牧牛に

寄生する非刺咳性ハエ類を牛体はらい取り法により捕集し，種類，季節的活動及び気象条件との関係

について調査した。

1．捕集された非刺咳性ハエ類は．イエバエ，クロイパエ，ノイエパエ，コイエパエ及びセジロハナ
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パエの５柿であった。

２．これらのハエ類は全調査期間中捕集され，その頭数(率)は，セジロハナパエ(28.06％)が最も

多く，次いでイエパエ(26.49％)，コイエパエ(23.89％),ノイエパエ(10.90％)，クロイエパエ(10.66％）

の順であった。

３．５稲のハエとも発生のピークは９月であった。第２のピークはイエパエ及びクロイエパエでは

６月であり，ノイエパエ，コイエパエ及びセジロハナパエは１０月であった。

４．発生の少ない時期は５種のハエとも７，８月の盛夏期及び''’１２月の低温期であった。

５．非刺攻性ハエが多く発生する時の温度は20～25℃で．20.C以下では不活発になる。

６．非刺咳性ハエの活動は主に温度により影響され，湿度や風速は２次的に作用する様に思われる。
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Sｕｍｍａｒｙ

DuringthepasturingseasonfromJunetoDecemberinl982,faunaofnon-bitingMuscidflies

infestingpasturingcattle,theseasonalactivityoffliesandrelationshipberweentheactivitvand

theweatherconditionsweresurveyedattheExperimentalFarmofEhimeUniversity，H6j6

city，Ehimeprefecture・

Theresultsobtainedaresummarizedasfollows、

１．Speciesofnon-bitingMuscidfliesｗｅｒｅ〃焔ａｚｄｂ"犯s"ｍＬ.，〃"saz6gzz〃pattonetCragg，

〃姫“ｈｅ”eiVilleneuve,〃焔“陀"ゆ9s"”Fallenand〃0彫"血”isﾉ"舵"sおOuchi、

２．Amongthesespecies,ル允花"趣錘isA"E》fsIswasmostabundantandoccupieｄ28.06％ofthe

populationcaptured.〃焔ｍａ０"zes/”（26.49％）α"ｄ〃z心“ノ"”eslI"ａ（23.89％）ｗｅｒｅｎｅｘｔｔｏ

ﾉ1ｲひ花"わ”jSAzｨg"sis．〃z《s“ノzeγ”ｉａｌｌｄＭ"s“bgzz虎werecomparativelyfew、

３．LargepopulationsoffivespecieswereseeninSeptember・Secondpopulationpeakwasseen

inJune(MIdscado'"esj極ａｎｄＭＩ錦ca6gzzjiﾉandinOctober(ﾙ"s“ﾉIe九'２i，〃妬“花加PCS/血，ａａｎｄ

Ａ允花/脆麺ｉｓ伽e"sisﾉ．

４．ComparativelyfewpopulationsoffivespeciesappearedinJulyandAugustofthemidsummer，

ａｎｄｉｎＮｏｖｅｍｂｅｒａｎｄＤｅｃｅｍｂｅｒｏｆｔｈｅｗintertime，

５．Fivespeciesofnon-bitingMuscidfliesnumerouslyapperedatatemperaturebetween20.0

and25.0℃,buttheiractivitydecreasedatthetemperatureofbelow20°Ｃ､

６．Itseemsthattheactivitvofnon,bitingMuscidfliesareeffectedpI･imalrilybythetemperatuI･e

andsecondarilybythemoisture,thewindspeed,etc．

－５９－




